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研究成果の概要（和文）：本研究では、従来の文法シラバスから脱却し、社会文化項目、語用論的側面を重視し
た教室活動が出来ないかを模索した。普段の教室での外国語学習の問題点を指摘し、文法に特化した教室活動で
果たして外国語（スペイン語）の運用能力を高めることができるのか、社会文化項目として何をどのように教え
る必要があるのか、それをどのように活動として提示することが可能なのかを模索し、いろいろな議論を重ねる
ことで、教室でのアクティビティの大切さ、文法重視から、コミュニケーション重視の必要性、社会文化項目へ
の関心を高めることが必要であることを確認し、到達目標を社会文化項目と関連づけることを念頭においてアク
ティビティを策定した。

研究成果の概要（英文）：In this research project, we have gotten away from the traditional grammar 
based syllabus of teaching Spanish to explore whether classroom activities can be made with emphasis
 on sociocultural items and pragmatic aspects. We have pointed out the problems of foreign language 
learning in the everyday classroom to find the better methods of teaching sociocultural items in 
foreign language teaching in Japan. 
In order to improve communicative skills of Spanish, twelve classroom activities focused on 
sociocultural aspects are proposed according to the twelve themes of communication. We have 
addressed Spanish variation, for example, differences between Spain and different countries of the 
Americas in addition to the relation with grammatical contents and vocabulary. We also have attended
 to the different conditions of the classroom.

研究分野： スペイン語教育
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研究成果の学術的意義や社会的意義
科研課題番号24520659における研究では、スペイン語教育の新しい視点導入のための方法を模索し、その成果と
してUn modelo de contenidos para un modelo de actuacionを上梓した。そこでは、学習者中心の教育方法、
さらに言語の構造的な知識だけでなく、その背景となる文化、語用論的な知識を重視する教授法を模索した。そ
の基盤には、これからを生きていく学習者の人格形成にもつながる言語教育の方法がないかを考え、自国、自分
とは異なる文化に体する理解を深め、それを受容できる力の養成をどのようにしたらよいかなど、新しい言語教
育観の推進に大いに寄与している。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１． 研究開始当初の背景 

 
科研課題番号 24520659 における研究では、スペイン語教育の新しい視点導入のための方法を模

索し、その成果として Un modelo de contenidos para un modelo de actuación (以下 Modelo)

を上梓した。その中では、まず、スペイン初学者に到達してほしいレベルを能力記述文で明示

し、読む、聞くという理解の領域と書く、話す能力に分け、さらに話す能力については、やり

取りの場合、発表の場合を想定して、それぞれの記述を行なった。さらに、学習者中心の教育

方法、さらに言語の構造的な知識だけでなく、その背景となる文化、語用論的な知識を重視す

る教授法を模索した。その基盤には、これからを生きていく学習者の人格形成にもつながる言

語教育の方法がないかを考え、自国、自分とは異なる文化に体する理解を深め、それを受容で

きる力の養成をどのようにしたらよいかという、新しい言語教育観の推進に大いに寄与してい

ると考えられる。 

 こうした背景はいろいろなところで論じられることは多かったが、一方で、文法中心のシラ

バスに基づいた教科書、教材が多い状況が続いていることは否めない。単にコミュニケーショ

ン能力の充実を目指す教育理念を掲げても、その教育方法を例示しない限りは実践が行なわれ

ないことを認識していた。教室内で行なわれるさまざまな活動を行ないながらも、それが実際

の習得に結びついているのかと言う点の検証も行なわれていない。また、学生のこうしたコミ

ュニケーションの活動を評価をどうするかと言う課題が残されていた。実際の授業で活用でき

る活動例を示すことが大きな課題として残っている状況であった。 

 

2. 研究の目的 
 前述の学習のめやすで示された指針について、具体的な授業での活動例を示すことで、初級

レベルでもより文化的、語用論的な側面を導入した活動を提示することができると考えた。ス

ペイン語授業に新しい活動を導入することで新しい教育実践の提唱、さらには教室活動からの

実践を研究することで、新しい外国語教育観、方法論の構築を目指すことである。 

 これらの到達目標を設定して活動案を提案することは、評価の指標を考案することともつな

がり、評価の方法について具体的な案を模索する第一歩にもなると考えた。 
 
３．研究の方法 

 研究は、スペイン語教育研究会の活動の一貫としてすすめられた。一方では、関係する論文

に関しての研究、具体的なワークショップへの参加などで、スペイン語教育についての具体的

な提案について研究した。 例えば、教室における使用言語、母語、また目標言語の使用等につ

いて、学習者の学習スタイルの問題などについて専門家を交えたワークショップなどを行なっ

ている。それと並行して、具体的に提示した 12のテーマについて、テーマごとにネイティブ教

員と日本人教員がチームを結成し、それぞれ Modelo に記載された学習項目、到達目標に合致す

るような活動案を考案して発表、質疑応答、コメントの交換ののち、それらを踏まえて、再度

次の会で修正案を提案、それらを１、２度繰り返し、最後は、Modelo で主張した、社会文化項

目、語用論項目を重視した活動になっているか、文化的項目がスペインに偏りすぎていないか

などを検討した。その上で、活動の内容を考慮しながら評価基準についても言及している。活

動に使用するパワーポイントについても実際の授業を想定しながら検討を加え、最後に冊子と

してまとめた。具体的な教材は GIDE のホームページからダウンロードできるようにしている。 

   



４．研究成果 

  成果は Un modelo de actuación. Aplicación prácticas para la clase de español とい

う題で冊子としてまとめられ、スペイン語教育に携わっている教員（大学、高校など）に配布

するとともに、GIDE のホームページに掲載し、活用できるようにしている。さらに、今後は、

他のスペイン語教育関係者との交流、さらには、他言語の言語教育関係にも大きな影響をおよ

ぼしている。前者の例を挙げると、関西スペイン語教育研究会 (TADESKA)との合同ワークショ

ップの開催を行ない、活動例の共有やどのようにパーフォマンスの評価を行なうかなどの意見

交換が行なわれた。そのなかでは、大学のカリキュラムにどのように組み込んでいくか、また

文法を基盤とする教育のなかでは、文法項目との対照表などが必要ではないだろうか、などの

意見が寄せられ、今後の課題が見えてきたとも言える。 

  さらに、他言語で言えば、例えばフランス語では、「フランス語の学習の指針」が刊行され、

そのなかでは多くの活動例が、ルーブリック評価表、授業活動の例として提示されており、フ

ランス語研究グループ、さらには他の言語の活動交流を通すことで、さらに多言語教育のため

の基盤ができてくるのではないだろうかと思われる。 
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